
 

平成 30 年 11 月 28 日 

   海 上 保 安 庁 

  

  巡視船えちごのオーストラリア・フィリピン派遣について（結果概要） 

～両国海上保安機関との連携を強化し 

法の支配に基づく自由で開かれた海洋秩序の一層の強化に貢献～ 

１ オーストラリア連邦 

（１） 表敬訪問及び意見交換 

巡視船えちご船長が、ダーウィンにあるオーストラリア国境司令部北部地域司

令を表敬訪問し、海賊対策等の法執行に関する両機関の関係強化についての意

見交換を実施。 

（２） 安倍内閣総理大臣による巡視船えちご訪問・激励 

ダーウィンを訪問中の安倍内閣総理大臣が巡視船えちごに乗船され、同船乗

組員に対し激励を実施。 

 

 

オーストラリア国境司令部 

表敬訪問の状況(11月 14日ダーウィン) 

フィリピン沿岸警備隊等との 

連携訓練の状況(11月 25日マニラ沖) 

 

海上保安庁は、平成 12 年から東南アジア海域等における海賊対策として巡視船・航

空機を派遣しており、沿岸国の海上保安機関に対して法執行能力向上支援等を実施

し、連携を強化しています。 

今般、10月 30日から巡視船えちごをオーストラリア連邦、フィリピン共和国に派遣し、

公海上でのしょう戒を実施するとともに、オーストラリア国境司令部と法執行に関する両

機関の関係を強化し、また、フィリピン沿岸警備隊とは、海賊多発海域であるスールー・

セレベス海における連携訓練等を実施しました。 

また、11 月 17 日には、訪豪中の安倍内閣総理大臣がダーウィン入港中の巡視船えち

ごに乗船され、乗組員に対して「法の支配に基づく『自由で開かれたインド太平洋』を世

界の海で体現してもらいたい。」と激励されました。 

12月 4日、巡視船「えちご」は任務を終え、新潟港に帰港する予定です。 



※ アジア海賊対策地域協力協定（ReCAAP）情報共有センター（ISC） 

ReCAAP-ISCは、海賊・海上武装強盗対策のための地域協力を促進する国際機関。 

2006 年に発効した ReCAAP に基づきシンガポールに設置され、海賊等の情報共有

等を実施。 

日本から歴代事務局長及び事務局長補（海上保安庁出向者）を派遣。 

２ フィリピン共和国 

（１） フィリピン沿岸警備隊との連携訓練 

・ ミンダナオ島南西部に位置し、海賊の多発するバシラン海峡において、巡視船

えちごとフィリピン沿岸警備隊巡視船２隻(我が国が供与した40メートル級巡視船)

による通信訓練を実施。 

・ マニラ港沖合海域において、奥島海上保安監、レガスピ フィリピン沿岸警備隊

副長官の視察の下、巡視船えちごとフィリピン沿岸警備隊巡視船２隻(うち１隻は

我が国が供与した 40 メートル級巡視船)及びアジア海賊対策地域協力協定

（ReCAAP）情報共有センター（ISC）※による海賊対処訓練を実施。 

 

 

 

 

 

 

（２） 表敬訪問等 

･ 奥島海上保安監を団長として、ガルシア フィリピン沿岸警備隊副長官、レガス

ピ フィリピン沿岸警備隊副長官を表敬訪問し、海賊対策等にかかる両機関の連

携協力強化等について意見交換を実施。 

 

【参考】 

（１） 派遣巡視船 

新潟海上保安部所属 巡視船えちご 

（総トン数約 3，100 トン、ヘリコプター1機搭載） 

（２） 派遣日程 

   10月 30日（火） 新潟港出港/出港式典 

11月 14日（水） オーストラリア・ダーウィン入港/オーストラリア国境司令部との 

意見交換 

11月 17日（土） 安倍内閣総理大臣えちご訪船 

オーストラリア・ダーウィン出港 

11月 21日（水） フィリピン沿岸警備隊との連携訓練（バシラン海峡） 

11月 23日（金） フィリピン・マニラ入港/フィリピン沿岸警備隊副長官表敬訪問 

11月 24日（土） フィリピン沿岸警備隊副長官表敬訪問 

11月 25日（日） フィリピン沿岸警備隊等との連携訓練（マニラ港沖合） 

11月 26日（月） フィリピン・マニラ出港 

12月 4日（火） 新潟港入港/入港式典 

 

 

 

 

 



 ３ 写真 

 

 

 

 

 

  

フィリピン沿岸警備隊副長官（左）と 

海上保安監（右）による訓練視察 

訓練終了後の海上保安監へのインタビュー 

 

 

フィリピン沿岸警備隊等との連携訓練

（バシラン海峡） 

フィリピン・マニラ港入港式典の状況 

 

 

海上保安監によるフィリピン沿岸警備隊

副長官表敬訪問の状況 

レセプションの状況 

（巡視船えちご乗員による演舞） 


